
事務事業評価シート（事後評価）

事業コード 事務事業名 所管部課

（ ）

事業費(A)

国庫支出金・都支出金

地方債

その他 （ ）

一般財源

所要人員(B)

人件費(C)=平均給与×(B)

臨時職員賃金等(C')

総コスト(D)=(A)+(C)+(C')

単位当たりコスト

(E)=(D)/ （ ）

10-3-1 児童大会出場費及び生徒大会参加費補助金 教育部教育指導課

事
務
事
業
の
概
要

事務事業の目的 根拠法令等

　市立小学校の児童が、全国大会等に出場する際に要する経費を補助することにより、広く児童相互の親睦を深
め、心身共に健康な児童の育成を図る。また、市立中学校の生徒の課外活動への参加費を補助することにより、
課外活動の振興を図り、生徒の健全育成を資する。

事業内容・実施方法等／補助の概要：補助団体の概要（団体名・団体の活動内容・補助金の活用内容等）、補助金の概要（国・都
基準の有無・対象者拡大の有無・上乗せ補助額・市単独補助額）等　　※該当する予算事業名・節目を明記する

　小学校児童については、児童が公共的団体等が主催又は共催する大会に出場する際に、出場費及び旅費を補助する。
　中学校生徒については、生徒が中学校体育連盟や教育委員会等が主催又は共催するスポーツの公式試合や音楽合唱コンクー
ル等に参加する際に参加費を補助する。全国・関東大会に参加する場合は、旅費も補助する。

（予算事業名　10.01.03.07生活指導等健全育成推進事業費（児童大会出場費及び生徒大会参加費補助金））

合併前 実施形態

事
業
費
デ
ー

タ

項　　目 単位 平成23年度

財
源
内
訳

人

3,131

平成24年度 平成25年度 平成26年度

千円

3,131 3,438 2,781 3,456

159 164

3,438 2,781 3,456

0.020.02 0.02 0.02

2,940

千円 163 154

千円

3,620

補助金交付金額 千円 1 1 1 1

千円 3,294 3,592

評
価
指
標
の
設
定

活動等指標 単位 平成23年度

② 実績値

成果指標 単位

平成24年度 平成25年度 平成26年度

①補助金交付金額 実績値 千円 3,131 3,438 2,781 3,456

平成24年度 平成25年度 平成26年度

《指標の説明・数値変化の理由　など》
　

一
次

目標値 件

実績値 件

平成23年度

0

1

3二
次

目標値 件

実績値 件

　代替・類似サービスはない。

12 5 1

《指標の説明・数値変化の理由　など》

都内26市のサービス水準との比較
（平均値、本市の順位など）

事
業
環
境
等

代替・類似サービスの有無

　公式戦参加費（関東・全国大会含む）については、都内26市中25市で支給
している。
　旅費については公式戦については18市、関東・全国大会については26市
で支給している。

市民・関連団体等の意見
（アンケート結果など）

事業開始時期

(小)関東・全国大会出場数

(中)関東・全国大会出場数

法律 

条例・規則 

要綱・要領 

政令・省令 

  上 

  中 

  下 

  有 

  無 

直営 委託 補助 その他 
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【一次評価】

Ｃ

【二次評価】

Ｃ

【外部評価】

【行革本部評価】

【改善の方向性・スケジュールと改善実施にあたっての課題】

改善の方向性・
スケジュール

○検証項目、評価の判断理由
○事業実施上の課題や今後改善すべき点等

　児童・生徒のクラブ活動や部活動は子どもの、精神向上、体力向上に有効であることに加
え、子どもの自主性や協調性、フェアプレーの精神を育むなど教育的効果も大きく、より多く
の児童・生徒が自ら意欲的に興味・関心のある活動に参加する環境を整備・充実しておく必
要がある。
　大会参加費や旅費等を補助することにより児童・生徒が大会に参加しやすくなり、クラブ活
動・部活動の活性化が図られ、児童・生徒の自主性や協調性を育み、健全育成に寄与して
いる。
　一方で、一部競技において規定により全選手を学校所属の選手として登録するため、当
該中学校において設定されていない部活動の選手が存在することや、勝ち上がらないで関
東大会に出場できる競技があることなどから、公平性の観点から一部見直しを検討したい。

検証項目の見方　Ａ：事業実施の意義を検証する項目　Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目　Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目

○検証項目、評価の判断理由
○事業実施上の課題や今後改善すべき点等

　児童・生徒の健全育成の観点から、課外活動への参加費の補助については、市が支援を
行う必要がある。しかしながら、近年は関東大会や全国大会出場数が減少傾向にあり、現
在は補助金のほとんどが大会参加費や旅費に充てられている。他市の状況を鑑み、大会
参加費については全額支給しているところが多いが、交通費等については一定の受益者
負担を求めるなど、支払い基準の見直しの検討を図られたい。

検証項目の見方　Ａ：事業実施の意義を検証する項目　Ｂ：事業の内容･実施方法を検証する項目　Ｃ：市民ニーズの反映度を検証する項目

ランク

　2020年に開催される東京オリンピックに向け、国をあげてスポーツ推進事業に力を入れており、西東京市内の小学
校３校が東京都よりオリンピック教育推進校に指定をされている。そのような状況を鑑み、2020年のオリンピック開催ま
では西東京市教育委員会としても市内の小・中学校におけるスポーツ及び芸術活動に力を入れていく方針である。
その中で、一部部活動並びに文化系クラブ活動については内容やその必要性を精査し、機材運搬費と大会参加費
並びにその旅費に対する支出基準を統一していき、児童・生徒の部活動及びクラブ活動に対する意欲を妨げない範
囲で旅費の一部自己負担等が可能かどうか検討していく。

2

2

2

ランク 二次評価

一次評価

2

事業の
必要性
事業主体
の妥当性

市民ニーズ
の把握

検証項目

受益者負担
の適切さ

改善・見直し

1

2

3

2

評価の判断理由及び事業実施上の課題や今後改善すべき点等

　児童・生徒の健全育成の観点から、課外活動への参加費の補助については、市が一定の支援を行う必要性
は認められる。
　しかしながら、一部競技においては、小中学校の課外活動とは言い難い事例や予選のない大会があるなど、
公平性の観点から課題も見受けられる。
　今後は、他市の事例にある交通費等の一部自己負担や距離等による支給区分の導入などを検証するととも
に、クラブ活動事業費の大会参加等に係る機材等運搬費との整合性の調整も含めて、制度全般にわたる見直
しを図られたい。

Ｂ

直接のサービ
スの相手方 2

事業内容等
の適切さ

外部評価 評価の判断理由及び事業実施上の課題や今後改善すべき点等

対象外

改善・見直し

事業内容等
の適切さ

Ａ

事業の優先
度（緊急性）

事業主体
の妥当性

事業の
必要性

事業の優先
度（緊急性）

2

2

検証項目

Ａ

Ｂ

2

直接のサービ
スの相手方

行革本部評価

改善・見直し

受益者負担
の適切さ 1

市民ニーズ
の把握 1
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